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令和3年9月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

９月１３日（月）午前１０時～・午後７時～
９月１４日（火）午前１０時～・午後７時～

◯本会議及び常任委員会は午前９時３０分から開催します。
○決算特別委員会は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

8月31日（火）　　本会議（招集日）議案上程

9月  6日（月）　　本会議（第２日）一般質問

9月  7日（火）　　本会議（第３日）一般質問

9月10日（金）　　本会議（第４日）議案質疑

9月13日（月）　　総務文教委員会

9月14日（火）　　建設福祉委員会

9月16日（木）　　決算特別委員会

9月24日（金）　　本会議（最終日）討論・表決

Q　いつ頃の人？
Ａ　1842年～1913年。技術者。
Q　どんな人？
Ａ　青年時代に家業である港湾建設業に従事
しながら、土木工学を学び、閘門工事に従事し
ました。
Q　日本に来たのは？
Ａ　明治政府は、日本の国土開発を進めるた
めオランダからデ・レーケ、エッセルら10人の
技師団を招きました。
　デ・レーケは1873年に来日し、砂防・河川・
港湾事業の指導にあたりました。淀川上流や
養老山系の砂防工事、庄内川、吉野川、多摩川
等の河川改修、博多港、長崎港、宇品港、東京
港、横浜港の港湾計画作成に従事しました。
Q　愛西市との関わりは？
Ａ　木曽三川下流の改修は一大事業で、三川
分流、佐屋川廃川、船頭平閘門設置等の事業
を、1887年から４期24年をかけて完成させま
した。

Q　改修工事の影響は？
Ａ　それまでこの地域
を苦しめていた水害を
減少させ、耕地の増加
を進め、今日の木曽三
川の基礎を作りました。

参考『海部津島人名事典』津島ロータリークラブ
取材協力　石田泰弘（生涯学習課長兼佐織図書館長）

第22回取材しました！
　

愛西市の偉人④
木曽三川分流事業を進めた
ヨハネス・デ・レーケ（オランダ）
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